
平
成
2
9
年
11月

1日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.1000　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

五城目町観光PRキャラクター
だまこちゃん

みんなでマラソンに挑戦
10月６日、五城目小学校では校内マラソン大会が行われま
した。応援に駆け付けた保護者やもりやまこども園園児の
声援を受け、１年生から４年生までの児童は600㍍。
５・６年女子は800㍍。５・６年男子は1000㍍を走りました。

今月のひとコマ
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平
成
29
年
度
の
町
功
労
者
は
、
佐
々
木
憲
夫
さ
ん

（
長
町
）
に
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
功
労
賞
や
栄
光
賞
、
部
門
別
表
彰
者
の
皆

さ
ん
も
決
定
し
ま
し
た
。

表
彰
は
、
11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
町
功
労
者

表
彰
式
典
（
広
域
五
城
目
体
育
館
で
午
前
10
時
か
ら

開
催
）
で
行
い
ま
す
。

表
彰
式
典
で
は
、
叙
勲
や
国
、
県
な
ど
か
ら
表
彰

さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
、
受
賞
を
お
祝
い
し
ま
す
。

そ
の
後
、
工
藤
舞
泉
さ
ん
（
五
城
目
一
中
３
年
）
の

英
語
弁
論
と
五
城
目
小
学
校
メ
ロ
デ
ィ
ー
ク
ラ
ブ
の

合
唱
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

町功労者　佐
ささき

々木　憲
のり

　夫
お

さん

（89歳・長　町）

【主な受賞歴】
・平成23年11月 3日　�五城目町功労賞表彰
・平成24年10月26日　秋田県知事表彰

高
齢
者
福
祉
の
向
上
に

大
き
く
貢
献

佐
々
木
憲
夫
さ
ん
は
、
平
成
13
年
か

ら
10
年
間
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

会
長
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
間
、

組
織
体
制
の
充
実
強
化
や
会
員
相
互
の

親
睦
を
図
ら
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展

と
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り
の
推
進
、
明

る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
に
尽
力
さ

れ
る
な
ど
、
本
町
の
高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

佐
々
木
さ
ん
は
、
豊
富
な
経
験
と
卓

越
し
た
指
導
力
を
も
っ
て
連
合
会
の
運

営
に
努
め
ら
れ
、
ク
ラ
ブ
加
入
率
県
内

一
を
保
ち
、
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
で

は
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
運
動
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
全
国

初
と
な
る
全
国
表
彰
を
３
度
に
わ
た
り

受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
町
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
の
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
18
年
か
ら
３
年
間
、
町

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
運
営
委
員
会
会

長
と
し
て
高
齢
者
福
祉
の
充
実
に
尽
力

さ
れ
た
ほ
か
、平
成
２
年
か
ら
８
年
間
、

長
町
町
内
会
長
と
し
て
地
域
住
民
の
連

帯
意
識
の
高
揚
と
地
域
づ
く
り
に
努
め

ら
れ
る
な
ど
、
町
政
の
推
進
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
は
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
顧
問

と
し
て
各
種
行
事
に
参
加
さ
れ
、
自
ら

健
康
づ
く
り
を
実
践
さ
れ
る
な
ど
、
高

齢
者
の
模
範
と
し
て
精
力
的
に
活
動
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

【
功
　
労
　
賞
】

各
分
野
に
お
い
て
、
そ
の
育
成
指
導
に
つ
と
め
、
町
の
名
誉
を

高
め
た
功
績
の
顕
著
な
個
人
又
は
団
体
。

 

山
田
　
榮
悦
さ
ん
（
76
歳
・
小
池
町
）

前
町
水
泳
協
会
会
長
、
前
町
観
光
協
会
専
務
理
事

 

舘
岡
　
昭
雄
さ
ん
（
76
歳
・
上
高
崎
）

前
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
会
長
、
前
き
ゃ
ど
っ

こ
ま
つ
り
実
行
委
員
長

【
栄
　
光
　
賞
】

町
民
又
は
町
出
身
者
で
あ
っ
て
、
全
国
的
な
水
準
以
上
の
活
躍

を
し
、
他
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
個
人

又
は
団
体
。

 

近
藤
　
乃
愛
さ
ん

（
五
城
目
一
中
３
年
・
東
磯
ノ
目
）

第
47
回
全
国
教
育
書
道
展
文
部
科
学
大
臣
賞

 

畠
山
　
　
凱
さ
ん

（
五
城
目
小
６
年
・
紀
久
栄
町
）

第
37
回
全
国
少
年
柔
道
大
会　

第
３
位
（
雄
武
館
山

中
道
場
）

【
部
門
別
表
彰
者
】

♦
町
内
会
長
表
彰

10
年
以
上
に
わ
た
り
、
町
内
会
長
と
し
て
地
域
の
自
治
活
動
や

町
政
の
浸
透
に
努
め
、
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
し
、
後
進
に

道
を
譲
ら
れ
た
方
。

 

猿
田
　
由
男
さ
ん
（
76
歳
・
舘　

町
）

 

舘
岡
　
昭
雄
さ
ん
（
76
歳
・
上
高
崎
）

 

小
玉
喜
美
雄
さ
ん
（
68
歳
・
中
高
崎
）

♦
健
康
優
良
世
帯
表
彰

◦　

�

被
保
険
者
２
人
以
上
の
世
帯
で
、
３
年
以
上
連
続
し
て
療

養
給
付
費
の
支
給
を
受
け
な
い
で
国
民
健
康
保
険
税
を
年

度
内
に
完
納
さ
れ
た
方
。

◦　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
功
労
の
あ
っ
た
方
。

 

鈴
木
　
勝
美
さ
ん
（
85
歳
・
矢
場
崎
）

 

田
島
　
一
尋
さ
ん
（
67
歳
・
湯
ノ
又
）

♦
献
血
功
労
者
表
彰

人
命
尊
重
の
趣
旨
を
よ
く
理
解
し
、
率
先
し
て
献
血
に
協
力
さ

れ
平
成
28
年
９
月
１
日
以
降
献
血
回
数
20
回
以
上
に
達
し
た

方
。

 

石
井
　
正
子
さ
ん
（
56
歳
・
雀　

舘
）

 

笹
川
　
久
識
さ
ん
（
35
歳
・
下
樋
口
）

 

松
橋
　
　
寛
さ
ん
（
36
歳
・
雀　

舘
）

 

齊
藤
　
結
美
さ
ん
（
28
歳
・
雀　

舘
）

❖
身
体
障
害
者
福
祉
功
労
表
彰

身
体
の
障
害
を
克
服
し
、
民
生
の
安
定
に
著
し
く
功
績
の
あ
っ

た
方
、
福
祉
の
増
進
に
功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
。

 

奈
良
　
仁
子
さ
ん
（
65
歳
・
新
里
町
）

♦
善
行
者
表
彰

自
ら
進
ん
で
奉
仕
し
、
社
会
の
浄
化
、
後
進
の
育
成
等
に
著
し

い
功
績
が
あ
っ
た
方
。

 

小
玉
貴
理
子
さ
ん
（
54
歳
・
西
磯
ノ
目
）

　

（
児
童
の
指
導
育
成
に
貢
献
）

 

阿
部
　
善
道
さ
ん
（
69
歳
・
富　

田
）

　

（
10
万
円
以
上
の
金
品
を
寄
付
）

❖
感
　
謝
　
状

 

橋
本
　
芳
子
さ
ん
（
東
京
都
）

　

（�

木
彫
像
を
寄
贈
し
、
芸
術
文
化
の
振
興
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
）

 

東
汀
猟
友
会
　
五
城
目
地
区

　

（�

害
獣
駆
除
に
よ
り
、町
民
の
安
全
確
保
に
貢
献
さ

れ
ま
し
た
）

わ
た
く
し
た
ち
は
郷
土
を
愛
し
五
城
目
町
民
で

あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
ち
、歴
史
と
伝
統
を

う
け
つ
ぎ
創
造
性
ゆ
た
か
な
町
を
つ
く
る
願
い

を
こ
め
て
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す
。

一
、
自
然
と
親
し
み
美
し
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
た
が
い
に
助
け
あ
い

思
い
や
り
の
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
教
育
を
進
め

文
化
の
香
り
高
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
元
気
で
働
き

活
力
に
満
ち
た
町
を
つ
く
り
ま
す

一
、
き
ま
り
を
守
り
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す



04KOHO GOJOME No.1000 2017.11.105 広報「ごじょうめ」1000号　平成29年11月1日

今
月
号
で
１
０
０
０
号
目
の

広
報
ご
じ
ょ
う
め
は

昭
和
34
年
創
刊

　
毎
月
、
皆
さ
ん
に
お
届
け
し
て
い
る

「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
」
は
今
月
で

１
０
０
０
号
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
１
号
は
、
昭
和
30
年
の
町
村
合
併

後
の
昭
和
34
年
１
月
１
日
に
発
行
し
て

い
ま
す
。
そ
の
後
、
紙
面
の
大
き
さ
、

印
刷
方
法
、
発
行
回
数
を
変
え
る
な
ど

し
な
が
ら
、
歴
代
の
担
当
者
が
工
夫
を

重
ね
、
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る

よ
う
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
１
０
０
０
号
と
い
う
節
目
を
迎
え
た

今
月
は
、も
～
っ
と
、こ
の
広
報
ご
じ
ょ

う
め
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、
も

～
っ
と
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
、
広
報
紙
の
つ
く
り
方
な
ど
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

□□　　□さん
（田町・五城目一中２年）

毎月、表紙から順番にページをめくっ
て広報を読んでます。
部活でバスケをやっているから「が
んばる人に○」をよく見ています。友
達の名前があったり、バスケ部や自分
が載っていたりすると励みになり、ま
たがんばろうという気持ちになります。

広報に載ると励みになる

□□□□□さん
（畑町・五城目一中２年）

広報ではニッキ先生の「ニッキの五
城目にっき」が好きです。シカゴのこ
とやニッキ先生のことをいろいろ知る
ことができます。それと、知っている
人の写真を見つけるとつい読んでしま
います。
地域に笑顔があふれ、優しさが感じ
られるともっともっとよい五城目に
なっていくと思います。

ニッキ先生のにっきが好き

広
報
ご
じ
ょ
う
め
１
０
０
０
号
の
歩
み

昭
和
30
年
（
１
９
５
５
）

３
月
31
日	

	

▼	

旧
五
城
目
町
、
馬
場
目

村
、冨
津
内
村
、内
川
村
、

大
川
村
が
合
併
し
、新
五

城
目
町
発
足
。

	

　
（
人
口
１
９
、７
６
１
人
、

世
帯
数
３
、２
８
５
世
帯
）

昭
和
33
年
（
１
９
５
８
）

４
月
１
日	

	

▼	

五
城
目
町
に
面
潟
地
区
の
野
田
、
岡
本
、
浦
横

町
、
小
立
花
、
宮
花
が
編
入
合
併
。

創刊号としている昭和34年1月1日発
行の「五城目町広報」。この号には、当時
の町長の加賀谷力司さんの「年頭のこ
とば」、町議会議長の猿田忠三郎さんの
「和を持って町を再建」、中央公民館長
の児玉孫左右衛門さんの「新年に際し
て」などを掲載しています。

工藤　清光さん
（新畑町町内会長）

新畑町は125世帯あります。最近は
町の広報のほかにもいろいろな配布物
が増え、難儀なときもあります。配布
物と記事がダブっていることもあるの
で、そういうことがないようにまとめ
るようにすると、経費の削減にもつな
がります。
町の広報のあり方や内容、配布方法
など1000号を機に検討する点もある
と思います。

町の広報のあり方を検討



接
点
を
紙
面
に
描
き
出
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
～
っ
と
、
町

を
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で

す
。ご

み
箱
直
行
で
は
な
く

毎
月
毎
号

手
に
取
っ
て
ほ
し
い

　「
住
民
と
行
政
と
の
よ
り
よ
い
関
係

を
築
い
て
い
く
こ
と
」
を
目
的
と
し
て

い
る
広
報
は
、
ま
ず
、
皆
さ
ん
の
手
に

取
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
世
の
中
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
印
刷
物

が
出
回
っ
て
い
ま
す
。
自
分
で
読
み
た

い
も
の
は
お
金
を
払
っ
て
買
い
求
め
ま

す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
普
及

し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど

で
も
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
」
は
毎
月
、
お

10月22日、五城目朝市仮装de朝市plus＋で撮影。ご協力ありがとうございます
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広
報
は

人
と
ま
ち
の
い
い
関
係
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い

　
な
ぜ
、
広
報
紙
を
発
行
し
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
？
　「
広
報
」
と
は
な
ん

で
し
ょ
う
か
？

　「
広
報
」
の
語
源
は
「P

パ
ブ
リ
ッ
ク

ublic 
R

リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ

elations

」で
直
訳
す
る
と「
大
衆・

公
衆
と
の
関
係
」
で
す
。

　
行
政
広
報
の
場
合
は
、
住
民
と
行
政

と
の
よ
り
よ
い
関
係
を
築
い
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
に
「
広
報
」
と
い
え
ば
「
広
報

ご
じ
ょ
う
め
」
の
よ
う
な
広
報
紙
を
想

像
し
ま
す
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、

行
政
か
ら
住
民
へ
情
報
を
伝
え
る
「
広

報
」
と
住
民
か
ら
行
政
へ
意
思
を
伝
え

る
「
広
聴
」
の
二
つ
の
意
味
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

　「
ま
ち
づ
く
り
」
は
、「
行
政
が
考
え

て
住
民
に
授
け
る
も
の
」
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
住
ん
で
い
る
町
の
将
来
像
・
課

題
は
何
な
の
か
、
み
ん
な
で
考
え
、
そ

の
問
題
に
向
か
っ
て
い
く
。そ
ん
な「
ま

ち
づ
く
り
」
を
実
現
し
た
い
の
で
す
。

　「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
」
で
は
、
単
に

行
政
の
仕
事
を
知
ら
せ
る
だ
け
で
は
な

く
、
町
内
で
暮
ら
す
皆
さ
ん
と
町
と
の

伊藤　清子さん
（長　町）

朝市に出店して54年になります。
広報はいつも表紙から最後のページ

の「わらしだ」まで読んでますよ。
毎月広報で朝市出店者の紹介しても

らえたらおもしろいし、朝市のお客さ
んにも読んでもらえ、足を運んでもら
えるんではないでしょうか。

朝市の情報を載せて

荒川久美子さん
（米沢町）

下の娘が生まれたとき、広報に載り
ました。いろんな人に祝ってもらい、
ちょっと恥ずかしかったです。

子どもの健診などの身近な情報は、
送られてくる通知や広報、ホームペー
ジなどで得ることができます。でも、
私たちの意見や相談をする場所がよく
わかりません。相談窓口をもっと充実
してほしいと思っています。子どもた
ちが入る新しい小学校のことももっと
知りたいです。

相談窓口を充実してほしい

広
報
ご
じ
ょ
う
め
１
０
０
０
号
の
歩
み

昭
和
45
年
（
１
９
７
０
）

11
月
６
日
〜
11
日　

�

▼�

本
町
で
秋
田
県
種
苗
交
換
会
を
開
催
。

昭
和
49
年
（
１
９
７
４
）

１
月
26
日�

�

▼�

記
録
的
な
豪
雪
で
全
町
で
交
通
機
関
が
ま
ひ
。

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）

８
月
22
日�

�

▼�

県
立
五
城
目
高
等
学
校
が
大
川
西
野
字
田
屋
下

へ
移
転
。

昭
和
54
年
（
１
９
７
９
）

３
月
31
日�

�

▼�

屋
内
温
水
プ
ー
ル
が
完
成
。

昭
和
56
年
（
１
９
８
１
）

７
月
18
日�

�

▼�

森
山
山
頂
に
希
望
の
鐘
が
完
成
。

昭
和
57
年
（
１
９
８
２
）

10
月
24
日�

�

▼�

役
場
庁
舎
を
現
在
地
に
移
転
。

昭
和
58
年
（
１
９
８
３
）

５
月
26
日�

�

▼�

日
本
海
中
部
地
震
が
発
生
。

昭
和
59
年
（
１
９
８
４
）

６
月
２
日�

�

▼�

町
森
林
資
料
館
「
五
城
目
城
」
が
開
館
。

昭
和
60
年
（
１
９
８
５
）

５
月
１
日�

�

▼�

町
議
会
広
報「
議
会
だ
よ
り
」の
創
刊
号
を
発
行
。

10
月
20
日�

�

▼�

町
民
憲
章
、
町
の
花
、
鳥
、
木
を
制
定
。

昭
和
62
年
（
１
９
８
７
）

７
月
25
日�

�

▼�

千
代
田
区
神
田
旭
町
会
と
本
町
町
内
会
長
会
が

姉
妹
都
市
提
携
調
印
。

昭和40年12月1日発行の100
号。朝市通りで「正しい選挙を呼び
かける」記事や秋野菜を売ってい
る朝市の写真を掲載しています。

昭和42年3月15日発行の200号。B5
判6㌻で当時は1日と15日の月2回発
行していました。（故）小野一二さんが
執筆する「五城目町の100年」の連載な
どを掲載しています。

昭和51年5月15日発行の300
号。高松宮杯東北高校選抜レスリ
ング大会で五城目高が優勝した
記事などを掲載しています。

昭和55年7月15日発行の400
号。町連合青年会体育祭で大川青
年会が5連勝した記事などを掲載
しています。

昭和59年9月15日発行の500号。広
報の歩みや甲子園で活躍した本町出
身の金足農高の嶋崎久美監督と鈴木
善久選手が母校の五城目一中を訪れ
た記事などを掲載しています。

大原　良子さん
（西磯ノ目）

毎月、西磯ノ目町内の班長さんに協
力してもらって広報ごじょうめを配っ
ています。

町からのお知らせや楽しいイベント
が載っている広報は、役場から届くと
すぐに町内の皆さんに届けています。
西磯ノ目町内は、新しい家やアパート
に引っ越して来る人も多く、それを全
部把握するのも大変なんですよ。

町内に毎月広報を配布



金
を
払
わ
な
く
て
も
（
皆
さ
ん
の
税
金

で
つ
く
っ
て
い
る
の
で
す
が
…
）
そ
れ

ぞ
れ
の
家
庭
に
配
ら
れ
て
い
ま
す
。「
役

場
か
ら
来
た
広
報
な
ん
て
、
つ
ま
ら
な

い
か
ら
読
ま
な
い
。
ご
み
箱
に
ポ

イ
ッ
！
」
と
い
う
方
に
も
手
に
取
っ
て

も
ら
う
努
力
も
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
表
紙
や
裏
表
紙
。
表
紙
が

い
い
雰
囲
気
だ
っ
た
り
、
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
て
た
り
、
裏
表
紙
が
楽
し
か
っ
た

り
す
る
と
、
つ
い
手
を
伸
ば
し
て
い
た

だ
け
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
裏
表
紙
に
掲
載
し
て
い
る
大
石
清
美

さ
ん
の
「
ご
じ
ょ
う
め
の
わ
ら
し
だ
」

は
、
今
号
で
２
６
０
作
目
で
す
。
こ
の

イ
ラ
ス
ト
は
新
聞
や
テ
レ
ビ
に
取
り
上

げ
ら
れ
る
な
ど
、
一
番
の
人
気
コ
ー

ナ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
大
石
さ
ん
、

毎
月
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

知
っ
て
も
ら
い
た
い

こ
と
を
テ
ー
マ
に

企
画
を
立
て
る

　
毎
号
、広
報
紙
の
編
集
の
た
め
に「
掲

載
依
頼
」
が
役
場
の
内
外
か
ら
山
の
よ

う
に
集
ま
り
ま
す
。
情
報
が
氾
濫
し
て

い
る
世
の
中
で
、
広
報
紙
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ん
に
今
何
を
お
伝
え
し
た
ら
よ

い
か
、
大
き
な
悩
み
で
す
。

　
そ
こ
で
、
タ
イ
ミ
ン
グ
な
ど
を
考
え

合
わ
せ
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
大
き
く
取

り
上
げ
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
こ
と
な
ど
の

企
画
を
練
り
ま
す
。

　
今
月
は
１
０
０
０
号
で
も
あ
り
、「
広

報
ご
じ
ょ
う
め
」
の
こ
と
を
企
画
し
ま

し
た
。
タ
イ
ト
ル
は
「
も
～
っ
と
も
っ

と
！
　
広
報
」。
お
役
所
的
に
考
え
れ

ば
、「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
の
発
行
に
つ

い
て
」な
の
で
す
が
、そ
の
よ
う
な「
お

堅
い
タ
イ
ト
ル
は
読
み
た
く
な
い
」
と

言
わ
れ
そ
う
で
す
。「
も
～
っ
と
、
広

報
を
読
ん
で
み
た
い
」
と
思
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

広
報
は
会
議
室
で
つ
く
っ
て
る

ん
じ
ゃ
な
い
、現
場
で
つ
く
っ
て

い
る
ん
だ
！

　
広
報
紙
の
編
集
は
机
の
上
で
も
で
き

ま
す
。
写
真
も
だ
れ
か
に
撮
っ
て
も

ら
っ
た
も
の
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
昔
か
ら
「
記
事
は
足
で
書
く
」
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
行
事
な
ど
実
際
の

現
場
で
、
皆
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
が

広
報
紙
の
編
集
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
印
刷
物
で
は
「
写
真
」
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
１
０
０
行
の
記
事
よ
り

も
１
枚
の
写
真
の
方
が
多
く
を
語
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
姿
、
形
、
雰
囲
気
な

ど
を
文
字
で
紹
介
す
る
よ
り
も
、
写
真

を
見
た
方
が
一
目
瞭
然
で
す
。
ま
た
、

記
事
を
読
み
た
く
な
る
よ
う
な
明
る
い

雰
囲
気
の
写
真
や
笑
顔
の
写
真
を
撮
る

よ
う
に
も
心
が
け
て
い
ま
す
。

　「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
」
の
主
人
公
は

町
民
の
皆
さ
ん
で
す
。
も
～
っ
と
、
広

報
紙
に
登
場
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

分
か
り
や
す
い
表
現
、

読
み
や
す
い
表
記
で

記
事
を
ま
と
め
る

　
広
報
の
文
書
は
、
皆
さ
ん
に
伝
え
た

い
情
報
を
き
ち
ん
と
理
解
し
て
も
ら
っ

て
、
は
じ
め
て
そ
の
目
的
が
達
成
さ
れ

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
わ
か
り
や
す
い

表
現
、
読
み
や
す
い
書
き
表
し
方
で
あ

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
日
本
語
を
書
き
表
す
公
的
に
定
め
ら

れ
て
い
る
主
な
ル
ー
ル
は
…

❶�

「
常
用
漢
字
表
」
の
範
囲
内
の
漢
字

を
使
う

❷
「
送
り
が
な
の
付
け
方
」
に
従
う

❸
「
現
代
仮
名
遣
い
」
に
従
う

❹
「
外
来
語
の
表
記
」
に
従
う

❺
語
表
記
の
統
一
に
心
掛
け
る

　
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　「
常
用
漢
字
表
」
の
範
囲
内
の
漢
字

を
使
う
と
は
…
。

常
用
漢
字
表
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
漢
字

は
義
務
教
育
の
間
に
学
ぶ
こ
と
に
な
っ

て
い
て
、
２
、１
３
６
字
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、常
用
漢
字
表
の
「
付
表
」
に
は
、

一
般
に
使
っ
て
よ
い
と
さ
れ
る
１
１
６

の
当
て
字
・
熟
字
訓
が
掲
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
広
報
紙
の
よ
う
な
公
用
文
で
は
、
こ

の
漢
字
の
範
囲
内
で
書
く
こ
と
が
原
則

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
「
友
達
」
以
外
の
「
達
」
は

仮
名
書
き
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。「
参
加
者
達4

」、「
僕
達4

」な
ど
の「
達4

」

は
複
数
を
表
す
接
尾
語
で
す
。
常
用
漢

字
表
の
「
達
」
の
音
訓
欄
に
は
「
タ
ツ
」

だ
け
が
掲
げ
ら
れ
、「
タ
チ
」
は
あ
り

ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
仮
名
書
き
に
す
る

の
が
正
解
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
常
用
漢
字
表
の
付
表
に
は

取材では、ニコン製のデジタルカメラを使っています。
レンズは、焦点距離が24ミリから400ミリまでのものをそろえ、
TPOに合わせて使い分けています。
デジタルカメラになり、撮影したものをその場で確認でき、
撮影枚数や明るさも気にしないで撮影ができるようになりました。
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大石　清美さん
（秋田市）

毎月、広報に「ごじょうめのわらしだ」
のイラストを描いて、いつの間にか22
年になりました。
これからもできるだけ長く続けてい
きますので、あぎさねで見てください。
1000号記念として、28㌻のわらし
だのなじょなじょの正解者にプレゼン
トを用意しました。広報あてにご応募
ください。

「わらしだ」を描いて22年

広
報
ご
じ
ょ
う
め
１
０
０
０
号
の
歩
み

昭
和
63
年
（
１
９
８
８
）

11
月
１
日
〜
７
日

	

▼
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
本
町
で
開
催
。

平
成
元
年
（
１
９
８
９
）

10
月
26
日　

▼
千
代
田
区
と
本
町
と
の
姉
妹
都
市
提
携
に
調
印
。

11
月
17
日　

▼
ふ
る
さ
と
五
城
目
会
設
立
総
会
を
開
催
。

平
成
２
年
（
１
９
９
０
）

９
月
28
日　

▼	

大
川
石
崎
の
悠
紀
斎
田
で
「
抜
穂
の
儀
」
が
行

わ
れ
る
。

平
成
５
年
（
１
９
９
３
）

７
月
23
日　

▼	

盆
城
庵
、
北
ノ
又
自
然
館
が
オ
ー
プ
ン
。

平
成
７
年
（
１
９
９
５
）

４
月
２
日　

▼	

総
合
交
流
セ
ン
タ
ー
「
五
城
館
」
が
オ
ー
プ

ン
。
矢
田
津
世
子
文
学
記
念
室
を
公
開
。

11
月
３
日　

▼	

町
合
併
40
周
年
記
念
式
典
を
開
催
。

平
成
12
年
（
２
０
０
０
）

６
月
１
日　

▼	

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
。

平
成
14
年
（
２
０
０
２
）

９
月
28
日　

▼	

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
昭
和
琴
丘
間
が
開

通
。
野
田
地
区
に
五
城
目
八
郎
潟
Ｉ
Ｃ
が
完

成
。

11
月
８
日　

▼	

道
の
駅
五
城
目
が
オ
ー
プ
ン
。

平
成
18
年
（
２
０
０
６
）

１
月
５
日	

▼	

ア
メ
ダ
ス
観
測
史
上
最
大
の
大
雪
。
積
雪
量
は

１
３
７
㎝
を
記
録
し
公
共
交
通
機
関
が
混
乱
。

平
成
19
年
（
２
０
０
７
）

９
月
30
日　

▼	

天
皇
・
皇
后
両
陛
下
ご
来
町

10
月
５
日
〜
８
日

	

▼		

秋
田
わ
か
杉
国
体
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
会
（
成
年

の
部
）
を
開
催

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）

２
月
23
日	

▼	

五
城
目
第
一
中
学
校
新
校
舎
が
完
成
。

３
月
20
日	

▼		

町
内
で
ロ
ケ
を
行
っ
た
映
画
「
釣
り
キ
チ
三

平
」
が
全
国
上
映
開
始
。

昭和63年11月15日発行の600号。
町内で開催された種苗交換会の記事
や600号発行にあたり「皆さんと会話
できる広報に」の記事などを掲載して
います。

平成5年1月15日発行の700号。この
ころ、15日号は「お知らせ版」として
発行していました。この号では「町県
民税の申告相談の日程」の記事などを
掲載しています。

近野　咲子さん
（雀　舘）

朝市で「おやき」を焼いて30年にな
ります。
広報で、行事の予定を調べ、行事に
参加して楽しんでいます。
「元気に長生き！」のページでは、朝
市で見かけていた方が90歳の誕生日を
迎え、お達者でいるのを知り、元気を
分けてもらっています。

90歳の方から元気を分けてもらう
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公益社団法人日本広報協会
　常務理事　渡邊　昭彦さん

「広報ごじょうめ」1000号、おめでとうございま
す。

毎号届けられる広報紙。ここには、町政を巡る動
きや町の話題、健康・子育て情報や各種お知らせな
ど、生活に必要な多くの記事が、この地で生きる皆
さんの笑顔とともに掲載されています。ときには自
然災害などの痛ましい出来事も掲載されますが、そ
れらも含めて、1,000号の紙面には町と町民の皆さ
んが歩んできた歴史が刻まれています。

近年は、ウェブサイトやSNS（ソーシャル・ネッ
トワーキング・サービス）なども広報の手段として
活用されています。しかし、幅広い世代から読まれ、
記録性や一覧性に優れた広報紙は、これからも町の
大切なコミュニケーション手段として、その役割を
果たし続けていくことでしょう。

広報紙には、町政情報の発信や町の課題の共有な
ど、さまざまな目的がありますが、「郷土愛の醸成」も、
その一つ。朝市や森山など、日々の営みや見慣れた
光景の中にも、さまざまな歴史や物語があります。
日常の中の宝物を紡ぎだし、五城目町の誇りとして
伝承していくことも、広報紙の、そして広報担当者
の使命です。

例えば、お米の話。黙って供されるのと「この町
の農家の人たちが、愛情と丹精を込めて育てあげた
ものですよ」と言われて供されるのでは、どちらが
おいしく感じられるでしょうか？ 思いやエピソード
が語られることで、米の味も変わります。広報やま
ちづくりにも同じことが言えます。

これからも、故郷への思いが紙面からホンワカと
伝わる「広報ごじょうめ」が届くことを期待してい
ます。

プロフィール
月刊誌「広報」、全国広報コンクール、各種広報メディ
アの制作業務等を経て、現在は広報コンサルティング
を担当。人権啓発資料法務大臣表彰審査委員、警察庁
広報写真コンクール審査委員、厚生労働省ハンセン病
資料館等運営企画検討会構成員などを歴任。共著に「広
報PR&IR辞典」など。

郷土愛を育む「広報ごじょうめ」

「
友
達
」
が
あ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て

例
外
と
し
て
「
友
達
」
は
使
っ
て
よ
い

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
、
堅
苦
し
く
、
あ
い
ま
い

で
、
一
般
に
わ
か
り
に
く
い
と
い
わ
れ

る
役
所
用
語
も
、
な
る
べ
く
使
わ
な
い

よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
間
違
い
探
し

で
も
印
刷
前
は

な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い

　
担
当
者
に
と
っ
て
「
広
報
ご
じ
ょ
う

め
」
発
行
直
後
の
電
話
は
と
て
も
怖
い

も
の
で
す
。

　「
は
い
、
広
報
担
当
で
す
が
…
」「
広

報
の
こ
こ
が
違
っ
て
る
ぞ
…
」。

　
そ
ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
毎
月

し
っ
か
り
校
正
し
、
完
璧
に
仕
上
げ
て

い
る
、
つ
も
り
な
の
で
す
が
…
。

　
紙
面
が
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
ら
、

記
事
や
文
字
に
間
違
い
は
な
い
か
、

使
っ
て
は
い
け
な
い
漢
字
（
表
外
字
な

ど
）
が
な
い
か
「
校
正
」
を
し
ま
す
。

そ
の
記
事
の
担
当
課
と
、
広
報
紙
を
ま

と
め
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
課
全
職
員
で

校
正
を
し
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
で
「
間
違
い
探
し
」
を
し
て

い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
誤
字
脱
字

が
減
り
ま
せ
ん
。印
刷
し
、で
き
あ
が
っ

た
広
報
紙
を
見
る
と
す
ぐ
に
誤
字
脱
字

を
見
つ
け
て
、
真
っ
青
に
な
る
の
で
す

が
、
校
正
と
は
難
し
い
作
業
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
毎
号
毎
号
す
み
ま
せ
ん
。

も
～
っ
と
、
間
違
い
探
し
も
頑
張
り
ま

す
。

町
内
会
の
皆
さ
ん
、

ご
協
力
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
校
正
を
終
わ
ら
せ
る
と
、
次
は
印
刷

屋
さ
ん
に
頑
張
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

５
０
０
０
部
を
印
刷
し
て
い
る
「
広
報

ご
じ
ょ
う
め
」
は
、
そ
れ
な
り
に
印
刷

す
る
時
間
も
必
要
で
す
。
広
報
紙
へ
記

事
の
掲
載
依
頼
は
、
前
月
の
15
日
ま
で

に
（
３
月
号
と
１
月
号
は
も
う
ち
ょ
っ

と
早
く
）
広
報
担
当
へ
お
届
け
く
だ
さ

る
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
さ
あ
、
発
行
日
で
す
。
印
刷
屋
さ
ん

か
ら
刷
り
上
が
り
、
町
内
ご
と
に
仕
分

け
さ
れ
た
広
報
紙
が
届
き
ま
す
。
そ
し

て
、
総
務
課
の
職
員
が
中
心
と
な
っ
て

町
内
会
の
広
報
紙
な
ど
を
配
っ
て
い
た

だ
く
皆
さ
ん
あ
て
に
、
手
分
け
し
て
配

布
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
の
皆
さ
ん
、
い
つ
も
お
手
数

を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
、

読
ん
で
い
た
だ
い
て
こ
そ

価
値
の
あ
る
広
報
紙

　
本
町
の
広
聴
活
動
は
、
❶
町
長
へ
の

手
紙
　
❷
町
政
座
談
会
　
❸
町
内
会
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
広
報
活
動
と
し
て
は
、
❶

広
報
ご
じ
ょ
う
め
　
❷
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

❸
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
に
平
成
30
年
度
に
は
、
現
在

整
備
を
進
め
て
い
る
行
政
無
線
が
加
わ

り
ま
す
。

　
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ

ホ
が
あ
れ
ば
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、

誰
も
が
世
界
中
の
情
報
を
瞬
時
に
入
手

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
同
時
に

活
字
離
れ
も
進
ん
で
い
ま
す
。

　
広
報
紙
は
、
お
知
ら
せ
だ
け
で
は
な

く
、
町
の
記
録
を
残
す
と
い
う
役
割
も

あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
て
い
る

現
在
で
も
紙
媒
体
の
広
報
紙
は
、
記
事

を
じ
っ
く
り
読
み
、
よ
り
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

人
と
ま
ち
が
響
き
合
う

町
民
が
主
役
の

協
働
の
ま
ち
づ
く
り

　
町
で
は
「
人
と
ま
ち
が
響
き
合
う
　

こ
こ
ろ
や
す
ら
ぐ
悠
紀
の
郷
　
五
城

目
」
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

１
人
１
人
の
声
を
大
切

に
、
思
い
や
り
の
行
政
運

営
を
行
い
、
明
日
を
と
も

に
創
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
す
。
地
域
の
特

性
や
資
源
を
生
か
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
を
通

じ
て
地
域
の
連
帯
感
を
深

め
、
町
民
が
主
役
の
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
課
題
解

決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
も「
広
報
ご
じ
ょ
う
め
」

は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
お
届
け
し
て
い

き
ま
す
。
住
ん
で
い
る
町
を
知
っ
て
も

ら
い
、
町
民
み
ん
な
で
こ
の
五
城
目
町

の
こ
と
を
考
え
、
も
～
っ
と
、
い
い
町

に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

広
報
ご
じ
ょ
う
め
１
０
０
０
号
の
歩
み

平
成
22
年
（
２
０
１
０
）

４
月
24
日	

▼	

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン「
清
流
の
森
」が
オ
ー
プ
ン
。

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）

３
月
11
日	

▼	

東
日
本
大
震
災
発
生
。

５
月
12
日	

▼	「
五
城
目
朝
市
ふ
れ
あ
い
館
」の
完
成
式
を
実
施
。

平
成
24
年
（
２
０
１
２
）

10
月
30
日	

▼	

皇
太
子
さ
ま
ご
来
町
。

平
成
25
年
（
２
０
１
３
）

５
月
12
日	

▼	

町
の
観
光
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
だ
ま
こ
ち
ゃ

ん
」
が
誕
生
。

10
月
28
日	

▼		

地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
。

12
月
９
日	

▼	

議
会
映
像
配
信
シ
ス
テ
ム
の
運
用
を
開
始
。

平
成
26
年
（
２
０
１
４
）

４
月
１
日	

▼	

幼
保
連
携
型
の
認
定
こ
ど
も
園
「
も
り
や
ま
こ

ど
も
園
」
が
ス
タ
ー
ト
。

５
月
１
日	

▼	

湖
東
厚
生
病
院
が
開
院
。

10
月
11
日
・
12
日

	

▼	

国
文
祭
「
全
国
朝
市
サ
ミ
ッ
ト
２
０
１
４
in
五

城
目
」
を
開
催
。

平
成
27
年
（
２
０
１
５
）

10
月
18
日	

▼	

広
域
五
城
目
体
育
館
で
町
制
施
行
60
周
年
記
念

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ど
自
慢
を
開
催
。

10
月
21
日	

▼	

消
防
庁
舎
が
下
山
内
に
完
成
。

平
成
28
年
（
２
０
１
６
）

３
月
30
日	

▼	

内
川
浅
見
内
に
、
お
互
い
さ
ま
ス
ー
パ
ー
「
み

せ
っ
こ
あ
さ
み
な
い
」
が
オ
ー
プ
ン
。

平
成
29
年
（
２
０
１
７
）

11
月
１
日	

▼	

広
報
ご
じ
ょ
う
め
１
０
０
０
号
を
発
行
。 平成21年7月1日発行の900号。夏の

楽しいイベントの紹介や学校給食で
地元産の野菜を使用する割合を高め
ようとする取り組みを紹介した記事
などを掲載しています。

1000号目を迎えた今月号。ご覧のと
おり、今年度の町功労者の紹介や「も
～っともっと！　広報」と題した広報
紙のつくり方などを掲載しています。

広報紙や町からの情報は
スマートフォンやインターネット
でもご覧になれます

正
確
な
情
報
を
伝
え
る
た
め
に

校
正
が
欠
か
せ
ま
せ
ん



※投票者数と投票率は期日前投票分を含む
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10
月
１
日
、「
第
４
回
秋
田
25
市
町
村
対
抗

駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！
」
が
男
鹿
市

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

五
城
目
町
チ
ー
ム
は
、
31
㌔
の
コ
ー
ス
を

９
人
で
た
す
き
を
つ
な
ぎ
、
１
時
間
54
分
16

秒
の
タ
イ
ム
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
町
の
部
で
３
位
入
賞
と
な
り
ま

し
た
。

五
城
目
町
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
　
　（
敬
称
略
）

監
　
督

　
保
坂
　
直
紀（
大
　
川
）

第
１
走
者 

　
佐
沢
　
　
□

（
五
城
目
小
６
年
）

第
２
走
者

　
島
崎
□
□
□

（
五
城
目
小
６
年
）

第
３
走
者 

　
下
山
　
□
□

（
五
城
目
一
中
２
年
）

第
４
走
者 

　
小
森
　
正
臣（
今
　
町
）

第
５
走
者 

　
千
田
　
　
□

（
五
城
目
一
中
２
年
）

第
６
走
者 

　
鷲
谷
　
□
□

（
秋
田
高
２
年
）

第
７
走
者 

　
田
中
　
□
□

（
明
桜
高
３
年
）

第
８
走
者 

　
加
藤
　
咲
子（
大
　
川
）

第
９
走
者 

　
小
玉
　
□
□

（
五
城
目
一
中
３
年
）

補
　
欠

　
千
田
　
　
□

（
五
城
目
小
６
年
）

町
の
部
で
３
位
入
賞

ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
�

秋
の
味
覚
が
一
堂
に
並
ぶ

秋
の
朝
市「
き
の
こ
ま
つ
り
」

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
し

全
国
地
域
安
全
運
動
を
実
施

旬のキノコを買い求める
大勢のお客さんが訪れたきのこまつり

10
月
15
日
、
朝
市
通
り
で
秋
の
朝

市
「
き
の
こ
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

ま
つ
り
に
は
、
ナ
メ
コ
や
マ
イ
タ

ケ
、
ア
ケ
ビ
、
栗
な
ど
を
販
売
す
る

お
店
、
雑
貨
や
お
菓
子
を
販
売
す
る

朝
市
ｐプ

ラ

ス

ｌ
ｕ
ｓ
＋
お
な
じ
み
の
お
店

な
ど
、
87
店
が
出
店
し
ま
し
た
。

五
城
目
小
の
児
童
が
ナ
メ
コ
を
販

売
し
た
ほ
か
、
五
城
目
名
物
だ
ま
こ

鍋
や
な
め
こ
汁
、
マ
イ
タ
ケ
天
ぷ
ら

入
り
の
桶
そ
ば
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ら

れ
、
町
内
外
か
ら
、
秋
の
味
覚
を
買

い
求
め
る
約
６
、０
０
０
人
の
お
客

さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

毎
年
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
は
、
犯
罪
を
防

止
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
の
実
現
を

目
指
し
て
、「
全
国
地
域
安
全
運
動
」
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の
日
」
の
10
月

11
日
、
全
国
地
域
安
全
運
動
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
の
皆

さ
ん
が
、
町
役
場
に
訪
れ
、「
子
供
と
女
性
の
犯

罪
被
害
防
止
」、「
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止
」
を
運

動
の
重
点
と
す
る
、
全
国
地
域
安
全
運
動
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
読
み
上
げ
、「
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安

心
の
街
」
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
は
、
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や

ス
ー
パ
ー
、
高
千
町

内
会
な
ど
で
防
犯
活

動
を
実
施
し
ま
し

た
。自

動
車
の
施
錠
確

認
で
は
、
約
２
０
０

台
中
無
施
錠
が
３
台

あ
っ
た
そ
う
で
す
。

少
し
の
時
間
と
思
っ

て
も
、
必
ず
鍵
を
掛

け
る
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。 苦

楽
を
共
に
歩
み
半
世
紀

金
婚
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

結婚50年をお祝いする
金婚を祝うつどい

10
月
５
日
、
結
婚
さ
れ
て
50
年
を

迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を
お
祝
い
す
る

「
金
婚
を
祝
う
つ
ど
い
」
を
五
城
館

で
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
町
内
で
対
象
と
な
る
ご

夫
婦
は
55
組
。
そ
の
う
ち
26
組
が
出

席
さ
れ
、皆
さ
ん
で
記
念
撮
影
の
後
、

渡
邉
町
長
が
ご
夫
婦
一
組
ず
つ
に
賞

詞
を
手
渡
し
、
金
婚
を
お
祝
い
し
ま

し
た
。

渡
邉
町
長
か
ら
は
「
金
婚
を
迎
え

ら
れ
、
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
日
々
生
き
生
き
と
素
晴
ら

し
い
人
生
を
歩
ま
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で

菊
地
耕
作
さ
ん
と
古
川
町
明
王
会
が
県
知
事
表
彰

表彰された老人クラブの皆さん

10
月
12
日
、
秋
田
県
民
会
館
で
開

催
さ
れ
た
県
老
連
創
立
55
周
年
記
念

県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
活
動
の
発
展
と
高
齢
者
福
祉
の
向

上
に
努
め
ら
れ
た
町
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
県
知
事
表
彰

・
老
人
福
祉
功
績
者

　
　

菊
地　

耕
作
さ
ん
（
下
山
内
）

・
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

　
　

古
川
町
明
王
会

▼
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰

　
　

伊
藤　

建
一
さ
ん
（
大　

川
）

　
　

佐
藤
ミ
ヨ
子
さ
ん
（
川
原
町
）

　
　

矢
場
崎
葉
桜
会

　
　

下
山
内
老
人
ク
ラ
ブ
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10月22日、第48回衆議院議員総選挙の投開票が行われまし
た。
当日は、午前７時から町内14か所の投票所で一斉に投票が始
まり、午後７時までの投票が終了した後、役場正庁で開票を行
いました。
町の投票率（小選挙区）は60.63㌫で、平成26年12月に行
われた前回の同選挙の57.54㌫を、3.09ポイント上回りました。
公示日の翌日の10月11日から21日まで、役場３階会議室で
行われた期日前投票を利用した人は2,582人で、全投票者数の
49.22㌫でした。

小選挙区選出議員選挙開票結果
候補者氏名 所　属 町での得票数 小選挙区計 当　落
金田　勝年 自由民主党 2,499票 74,855票 当　選

緑川　貴士 希 望 の 党 2,224票 73,163票 比例復活
藤本　友里 日本共産党 405票 13,642票

▲

投票率　60.63㌫（男62.30㌫、女59.19㌫）※在外
選挙人を含む。

▲

当日有権者数　8,653人（男3,997人、
女4,656人）。

▲

投票者数　5,246人（男2,490人、女
2,756人）。

▲

有効投票数　5,128票。

▲

無効投票数　
118票。

町の投票率（小選挙区）は60.63㌫ 

比例代表選出議員選挙開票結果
政　党　名 町での得票数 政　党　名 町での得票数
自 由 民 主 党 1,820票 日本維新の会 101票

希 望 の 党 1,252票 社 会民主党 66票

公 明 党 788票 日本のこころ 34票

立 憲 民 主 党 703票 幸 福実現党 20票
日 本 共 産 党 311票

▲

60.66㌫（男62.30㌫、女59.26㌫）※在外選挙人を
含む。

▲

当日有権者数　8,653人（男3,997人、女4,656
人）。

▲

投票者数　5,249人（男2,490人、女2,759人）。▲

有効投票数　5,095票。
▲

無効投票数　153票。

▲

持
帰り　1票。

投票区別投票者数と投票率（小選挙区）
投 票 者 数（人） 投　票　率（%）

男 女 男 女
五城目第１ 659 315 344 60.85 63.38 58.70
五城目第２ 840 400 440 61.67 61.92 61.45
五城目第３ 673 309 364 59.66 59.88 59.48
五城目第４ 387 173 214 59.17 59.66 58.79
五城目第５ 322 154 168 50.71 55.00 47.32
馬場目第１ 240 124 116 65.93 71.68 60.73
馬場目第２ 180 84 96 60.20 61.76 58.90
馬場目第３ 131 63 68 70.05 71.59 68.69
富津内第１ 347 167 180 61.63 62.31 61.02
富津内第２ 151 70 81 61.89 60.87 62.79
内 川 300 148 152 63.42 67.89 59.61
大 川 第 １ 462 219 243 60.87 62.39 59.56
大 川 第 ２ 245 118 127 73.80 75.16 72.57
森 山 308 145 163 54.71 55.77 53.80
合　　計 5,246 2,490 2,756 60.63 62.30 59.19

自
動
車
を
離
れ
る
と
き
は
鍵
を
掛
け
ま
し
ょ
う



ハーフ（21.0975㌔）の部には
男女合わせて186人が出場

舘越で折返す５㌔の部には中学１年生か
ら83歳までの153人が出場

沿道の声援に応え、みんなが笑顔になる朝市マラソン
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第
１
位
の
皆
さ
ん（

敬
称
略
／
氏
名
・
所
属
・
タ
イ
ム
）

２
㌔

▼
小
学
１
～
２
年
生
男
子
（
18
人
出
場
）

　
齊
藤
　
武
生
（
秋
田
市
・
８
分
42
秒
）

▼
小
学
１
～
２
年
生
女
子
（
15
人
出
場
）

　
尾
ケ
瀬
心
羚
（
八
橋
小
・
８
分
59
秒
）

▼
小
学
３
～
４
年
生
男
子
（
23
人
出
場
）

　
高
橋
　
愛
琉
（
青
森
県
・
７
分
19
秒
）

▼
小
学
３
～
４
年
生
女
子
（
25
人
出
場
）

　
赤
坂
優
芽
衣
（
秋
田
市
・
８
分
12
秒
）

３
㌔

▼
小
学
５
～
６
年
生
男
子
（
19
人
出
場
）

　
佐
藤
　
　
快

	

（
セ
ン
ト
ラ
ル
秋
田
・
11
分
21
秒
）

▼
小
学
５
～
６
年
生
女
子
（
11
人
出
場
）

　
下
山
　
冬
萠	

（
五
城
目
小
・
12
分
35
秒
）

▼
中
学
生
女
子
（
16
人
出
場
）

　
高
橋
　
南
子
（
熱
血
部
・
11
分
37
秒
）

５
㌔

▼
中
学
生
男
子
（
23
人
出
場
）

　
木
谷
　
天
真
（
桜
中
・
15
分
53
秒
）

▼
16
歳
～
39
歳
男
子
（
16
人
出
場
）

　
細
谷
　
和
幸
（
秋
田
市
・
16
分
57
秒
）

▼
16
歳
～
39
歳
女
子
（
13
人
出
場
）

　
工
藤
　
百
代

	

（
城
東
整
形
外
科
・
23
分
33
秒
）

▼
40
歳
～
59
歳
男
子
（
27
人
出
場
）

　
兜
森
　
忠
道（
ゆ
う
き
パ
パ
・
15
分
52
秒
）

▼
40
歳
～
59
歳
女
子
（
19
人
出
場
）

　
齋
藤
　
美
香

	

（
み
ほ
の
駅
伝
く
ら
ぶ
・
19
分
51
秒
）

▼
60
歳
～
69
歳
男
子
（
25
人
出
場
）

　
井
山
　
利
広

	

（
仁
井
田
陸
友
会
・
19
分
42
秒
）

▼
60
歳
以
上
女
子
（
13
人
出
場
）

　
富
樫
　
良
子
（
秋
田
市
・
25
分
７
秒
）

▼
70
歳
以
上
男
子
（
17
人
出
場
）

　
熊
沢
　
政
雄
（
青
森
県
・
21
分
45
秒
）

10
㌔

▼
30
歳
未
満
男
子
（
18
人
出
場
）

　
土
井
健
太
郎（
一
つ
森
Ｒ
Ｃ
・
32
分
24
秒
）

▼
30
歳
未
満
女
子
（
９
人
出
場
）

　
渡
邉
　
瑞
希
（
秋
大
医
陸
・
44
分
01
秒
）

▼
30
歳
～
39
歳
男
子
（
37
人
出
場
）

　
小
森
　
正
臣（
秋
田
自
衛
隊
・
33
分
24
秒
）

▼
30
歳
～
39
歳
女
子
（
20
人
出
場
）

　
加
藤
　
咲
子
（
五
城
目
町
・
42
分
42
秒
）

▼
40
歳
～
49
歳
男
子
（
47
人
出
場
）

　
渡
部
　
和
朝

	

（
潟
上
南
秋
田
陸
協
・
34
分
36
秒
）

▼
40
歳
～
49
歳
女
子
（
16
人
出
場
）

　
苗
代
沢
栄
里	（
チ
ー
ム
幸
楽
・
41
分
３
秒
）

▼
50
歳
～
59
歳
男
子
（
36
人
出
場
）

　
清
水
　
鳴
浩
（
秋
田
県
庁
・
35
分
40
秒
）

▼
50
歳
～
59
歳
女
子
（
11
人
出
場
）

　
工
藤
小
百
合
（
ク
ロ
ベ
・
43
分
33
秒
）

▼
60
歳
以
上
男
子
（
49
人
出
場
）

　
石
岡
　
博
幸

	

（
弘
前
大
学
Ｒ
Ｃ
・
39
分
24
秒
）

▼
60
歳
以
上
女
子
（
４
人
出
場
）

　
亀
谷
　
孝
子
（
秋
田
市
・
52
分
34
秒
）

ハ
ー
フ

▼
30
歳
未
満
男
子
（
11
人
出
場
）

　
佐
々
木
　
渉

	

（
ニ
プ
ロ
Ａ
Ｃ
・
１
時
間
12
分
41
秒
）

▼
30
歳
未
満
女
子
（
６
人
出
場
）

　
三
上
　
爽
子

	

（
弘
前
大
学
・
１
時
間
31
分
52
秒
）

▼
30
歳
～
39
歳
男
子
（
33
人
出
場
）

　
高
橋
　
宏
弥

	

（
Ｓ
Ｒ
Ｃ
・
１
時
間
13
分
33
秒
）

▼
30
歳
～
39
歳
女
子
（
８
人
出
場
）

　
漆
原
　
和
枝

	

（
秋
田
Ｌ
Ｓ
Ｄ
・
１
時
間
32
分
46
秒
）

▼
40
歳
～
49
歳
男
子
（
48
人
出
場
）

　
尾
崎
　
紀
幸

	

（
鹿
角
市
・
１
時
間
14
分
33
秒
）

▼
40
歳
～
49
歳
女
子
（
４
人
出
場
）

　
栗
田
　
美
香

	

（
す
み
れ
会
・
１
時
間
41
分
28
秒
）

▼
50
歳
以
上
男
子
（
64
人
出
場
）

　
千
馬
　
誠
悦

	

（
中
通
総
合
病
院
・
１
時
間
22
分
15
秒
）

▼
50
歳
以
上
女
子
（
12
人
出
場
）

　
長
谷
川
雅
子

	

（
青
森
県
・
１
時
間
40
分
34
秒
）

10月22日、五城目朝市500年記念マラソン大
会が開催されました。
朝市が始まって500年を記念したこの大会も、

今年で24回目。今大会には、小学１年生から83
歳までの910人の参加申し込みがありました。
広域五城目体育館前をスタートした皆さんは、

紅葉に染まった雀館運動公園や馬場目路を沿道か
らの声援を受けながら、駆け抜けました。
入賞者には賞状ときりたんぽのセットや朝市
パックなどの副賞が贈られ、抽選会では、お米や
町内の温泉宿泊券などが当たるなど、楽しいマラ
ソン大会となりました。

距離別では最多の247人が一斉にスタートする10㌔の部。
帝釈寺で折り返す、ほぼ平らなコースで自己記録の更新を目指す

ふるさとあきたランでも活躍し、10㌔
で１位になった加藤咲子さん（大川）

大抽選会で30㌔の新米あきたこまちを
ゲット。運搬には助っ人が必要

今大会一番のちびっ子クラス・小学１年生から４年生までが走る２㌔の部のスタート。
沿道からはお父さんやお母さんからの大きな声援が送られ、力強いスタートダッシュ

帝釈寺の一本杉に見守られ快走するハーフと10㌔に出場したランナー



（敬称略）

第58回秋田県郡市対抗柔道大会
▶優秀選手賞　畠山　　凱（五城目小６年）

第46回全県少年ラグビーフットボール大会
❖中学年の部　▶優　勝　大沢　優音

（飯田川・大館・出戸浜合同チーム・五城目小４年）

第29回MOA美術館あきた児童作品展
▶MOA美術館奨励賞　佐沢　　希（五城目小１年）

▶ABS秋田放送賞　　佐藤　生玖（五城目小１年）

第39回本荘由利卓球選手権大会
❖中２男子　▶優　勝　伊藤　　岳（五城目一中２年）

男鹿潟上南秋中学校秋季体育大会
❖バスケットボール
　・男子　▶優勝　�五城目一中男子バスケットボール部（全

県大会出場）

　・女子　▶優勝　�五城目一中女子バスケットボール部（全
県大会出場）

❖柔道　男子個人
　・66kg級　▶第１位　佐々木優太

（五城目一中２年・全県大会出場）

　・90kg級　▶第１位　阿部丈太郎
（五城目一中２年・全県大会出場）

　※�男子団体で五城目一中柔道部、男子個人81kg級で澤
田石翔琉（五城目一中２年）が全県大会に出場

❖卓球
　・男子団体　▶優勝　�五城目一中男子卓球部（全県大会出

場）

　※�女子団体で五城目一中女子卓球部と男子個人で伊藤　
岳（五城目一中２年）と京野隆弥（五城目一中２年）、女子個人で
澤田石玲莉（五城目一中２年）と菅原萌香（五城目一中２年）が全
県大会に出場

❖陸上競技
・個人
　男子共通400ｍ　 ▶第１位　伊藤　　優（五城目一中２年）

　男子共通800ｍ　 ▶第１位　加藤　翔太（五城目一中２年）

　男子１年1500ｍ　▶第１位　加藤　竜聖（五城目一中１年）

　※�男子総合で五城目一中陸上部が全県大会に出場
※その他　�五城目一中女子バレーボール部と同校剣道部男

子団体が全県大会出場

・�

ア
ナ
ロ
グ

（
ビ
ー
ト
た
け
し
著
）

・�

マ
ス
カ
レ
ー
ド
・
ナ

イ
ト
（
東
野
圭
吾
著
）

・�

ネ
メ
シ
ス
の
使
者

（
中
山
七
里
）

・�

忘
れ
ら
れ
た
巨
人

（
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
）

・�

生
き
て
い
く
あ
な
た
へ

（
日
野
原
重
明
著
）

・�

ほ
し
じ
い
た
け・ほ
し

ば
あ
た
け（

石
川
基
子
著
）

※�

新
刊
に
つ
い
て
は
、町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、ご
覧
に
な

り
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※�

町
民
セ
ン
タ
ー
２
階
・
図
書

室
は
午
後
７
時
ま
で
利
用

で
き
ま
す
。

※
問
い
合
わ
せ
先

　�

中
央
公
民
館

（
☎
８
５
２
・
４
４
１
１
）
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【
　
短 

　
歌
　
】

尺
八
の
音
色
に
雉
も
庭
に
来
て

頷
き
な
が
ら
聞
い
て
い
る
ら
し

	

広
青
苑
　
　

藤
田
　
則
子

雲
間
よ
り
朝
陽
が
よ
わ
く
射
し
こ
み
て

暮
色
の
刻
と
似
た
る
感
覚

	

八
郎
潟
町
　
　

畑
澤
　
英
子

ふ
る
里
の
友
に
会
い
た
く
八
キ
ロ
を

日
の
あ
る
う
ち
に
会
い
て
充
た
さ
る

	

湯
ノ
又
　
　

澤
田
石
和
子

色
鉛
筆
削
り
て
ゆ
け
ば
色
あ
た
ら
し

童
心
に
戻
り
ゆ
く
こ
と
楽
し
け
れ

	

館
　
越
　
　

斎
藤
　
諒
一

　
【
　
俳 

　
句
　
】

荻
の
花
風
に
ゆ
ら
れ
て
こ
ぼ
れ
落
ち

	

雀
　
舘
　
村
上
ハ
ツ
子

杣
道
へ
小
さ
き
吊
り
橋
草
の
花

	

上
田
町
　
石
井
美
智
子

洗
う
手
を
す
る
り
と
逃
げ
る
粒
な
め
こ

	

湯
ノ
又
　
畑
沢
タ
マ
子

　
【
　
川
　 

柳
　
】

捨
て
る
に
は
惜
し
い
昔
の
一
張
羅

	

長
　
町
　
平
川
の
ぶ
子

伝
統
の
番
楽
子
ら
の
目
が
光
る

	

一
番
町
　
加
藤
　
星
花

火
傷
せ
ぬ
距
離
で
や
ん
わ
り
ア
ド
バ
イ
ス

	
畑
　
町
　
三
浦
　
春
水

以
心
伝
心
妻
が
銚
子
を
温
め
る

	

新
里
町
　
加
藤
　
円
心

Gojome�Daiichi�Junior�High�School’s�school�
lunch�is�known�as�the�best�school�lunch�in�
Japan,� and� i ts� var ious� dishes� are� not� just�
del ic ious,� but� nutr i t ious.� � I t’s� a� highl ight�
of� every� school�day,� and� I� always�brag� to�
my�friends�and�family�back�in�America�about�
the�qual i ty�of�school� lunches�in�Gojome.

My� favori te� school� lunch� just� so� happens�
to� be� a� staple� dish� in� Gojome�
–�damako�nabe!��A�hearty�meal�
to�warm�the�soul�on�a�cold�day,�
damako�nabe�is�as�fun�to�make�
as� i t� is�to�eat.

I�have�had�the�chance�to�make�
damako�by�hand�with�my�friends�
on�many�occasions,�and� i t’s�a�
local� tradit ion� I� hope� to� share�
with�people�back� in�America.

五城目第一中学校の給食は日本一の給食で、おいし
くて栄養たっぷりのたくさんのメニューがあります。
毎日の給食はとても印象に残り、アメリカに帰ったと
きは、家族や友達に五城目の給食の質の良さを自慢し
ています。

私が一番好きな給食は、五城目の定番料理のだまこ
鍋です！　寒い日には心も暖まり、だまこ鍋を作るこ
とは食べることと同じくらい楽しいです。

私は友達と一緒にだまこを
作ったことが何回もあるので、
五城目の地域の伝統としてアメ
リカの方々にも紹介したいです。

町の英語指導助手（ALT）の
ニッキさんの連載エッセイです。
だまこ�のお話しです。

とっても楽しいだまこづくり
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町
で
は
「
花
咲
か
せ
ラ
ン
チ
会
」
を
開
催

し
ま
す
。

ラ
ン
チ
会
で
は
、
竹
内
健
二
さ
ん
（
㈱
ラ

ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
）
の
話
し
上
手
・
聞
き
上

手
に
な
る
お
話
を
聞
き
、
ラ
ン
チ
を
食
べ
な

が
ら
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。

も
し
か
し
て
、
素
敵
な
人
と
出
会
え
る
か

も
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日　
　

時　

12
月
３
日
㈰

　
　
　
　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
２
時

▼
会　
　

場　

�

町
地
域
活
性
化
支
援
セ
ン
タ
ー

（
旧
馬
場
目
小
学
校
）

▼
内　
　

容　

�

竹
内
健
二
さ
ん
に
よ
る
お

話
、
ゲ
ー
ム
、
ラ
ン
チ

▼
会　
　

費　

２
、０
０
０
円
／
定
員
20
人

▼
参
加
申
込　

�

11
月
28
日
㈫
ま
で
、
五
城
目

町
花
咲
か
せ
隊
メ
ン
バ
ー
ま

た
は
町
ま
ち
づ
く
り
課
へ
電

話
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

（kashiw
a

＠tow
n.gojom

e.
lg
.jp

）
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い

　新
米
あ
き
た
こ
ま
ち
で

大
槌
町
の
復
興
を
応
援

大槌町の仮設住宅に住む皆さんに
五城目産米を配布する皆さん

東
日
本
大
震
災
発
生
当

日
、
岩
手
県
大
槌
町
で
、
地

震
・
津
波
を
体
験
し
た
町
老

人
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
ら
10

人
が
、
10
月
20
日
、
同
町
の

仮
設
住
宅（
約
１
、１
０
０
戸
）

に
住
む
方
々
へ
、
五
城
目
産

の
新
米
あ
き
た
こ
ま
ち
を
、

復
興
支
援
米
と
し
て
配
布
し

ま
し
た
。

大
槌
町
へ
復
興
支
援
米
を

送
る
よ
う
に
な
っ
て
６
年
目

で
す
。
仮
設
住
宅
に
住
む

方
々
か
ら
は
、「
今
年
も
あ

り
が
と
う
」
な
ど
、
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
８
５
２
・
５
３
４
２
）



支
援
事
業「
わ
ん
パ
ー
ク
」を

毎
月
開
催
し
て
い
ま
す

�

▼
11
月
わ
ん
パ
ー
ク

▼
11
月
８
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜

　

体
を
動
か
し
て
遊
ぼ
う（
大
川
保
育
園
）

▼
11
月
15
日
㈬　

午
前
10
時
〜

　

冬
に
向
け
て
の
小
児
救
急

（
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
）

▼
11
月
29
日
㈬　

午
前
９
時
30
分
〜

　

町
保
健
師
に
よ
る
保
健
相
談

（
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
）

も
り
や
ま
こ
ど
も
園
に
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
「
こ
ど
も
の
木
」
が
オ
ー
プ
ン
し

て
い
ま
す
。

こ
ど
も
の
木
は
、
子
育
て
支
援
の
拠
点

と
し
て
増
築
さ
れ
、
子
育
て
に
関
す
る
相

談
や
子
育
て
親
子
の
交
流
の
場
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。
親
子
で
一
緒
に
ゆ
っ
く
り

心
休
ま
る
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
？

▼
こ
ど
も
の
木
で
で
き
る
こ
と

❶
遊
び
や
交
流

施
設
に
は
お
も
ち
ゃ
や
絵
本
、
遊
具

が
あ
り
、
親
子
で
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
飲
食
、
お
む
つ
交
換
、
授

乳
な
ど
の
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

❷
子
育
て
に
関
す
る
相
談

支
援
員
や
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
の
看

護
師
、
栄
養
士
な
ど
が
子
育
て
に
関
す

る
幅
広
い
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❸
親
子
で
体
験

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
研
修
、
読
み

聞
か
せ
会
な
ど
を
開
催
。

▼
利
用
で
き
る
方

子
育
て
を
し
て
い
る
方
で
あ
れ
ば
ど

な
た
で
も
（
町
外
に
住
ん
で
い
る
方
も
）

利
用
で
き
、
祖
父
母
の
方
な
ど
の
利
用

も
可
能
で
す
。
利
用
は
無
料
で
す
。

　

※�

利
用
時
は
保
護
者
同
伴
で
、
子
ど
も

の
み
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
利
用
時
間

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

　

※�

土
日
祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
期
間

は
休
み
ま
す
。
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■　健　　診　■
16日㈭　２歳児歯科健康診査
　対象　　平成27年４月〜５月生まれ
　受付　　12時40分〜13時10分
　場所　　役場１階保健室

27日㈪　１歳６か月児健康診査
　対象　　平成28年４〜５月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分
　場所　　役場１階保健室

30日㈭　乳幼児健康診査（第４・７・10か月）
　対象　　平成29年１月、４月、７月生まれ
　受付　　12時45分〜13時15分
　場所　　役場１階保健室

■　そ の 他　■
14日・28日　母子健康手帳の交付（第２・第４火曜日）
　受付　　９時〜15時
　場所　　健康福祉課
※�指定日以外で交付を希望される方は、事前にご
連絡ください

22日㈬　離乳食づくり教室
　対象　　対象者には通知済みです
　受付　　10時〜正午
　場所　　ケアセンター五城目

町健康福祉課　☎８５２・５１８０

お
問
い
合
わ
せ　
も
り
や
ま
こ
ど
も
園
内
・
こ
ど
も
の
木（
☎
８
５
２
・
３
８
０
５
）

お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ　

町
健
康
福
祉
課
（
☎
８
５
２
・
５
１
８
０
）

■�接種の時に医師との相談が　　
必要な方

❶　������心臓病・腎臓病・呼吸器の機能障害や、
慢性の病気で治療を受けている。

❷　����������気管支ぜんそくがある。
❸　���������けいれんを起こしたことがある。
❹　����������インフルエンザ予防接種液の成分・鶏
卵・鶏肉などに対してアレルギーがあ
る。

❺　�������過去に免疫不全の診断をされている。

■�接種を受けられない方
❶　������������37.5度以上の熱がある。
❷　�������������重い急性疾患にかかっている。
❸　���インフルエンザワクチンでアナフィラ
キシーショックを起こしたことがある。

❹　�������������インフルエンザワクチン接種後２日
以内に発熱がみられたか、全身性発し
んなどのアレルギーを疑う症状が
あった。

❺　����������医師が不適当と判断した場合。

■�接種後の注意事項
・　���������接種後30分は医療機関で様子を見
る。24時間は副反応の出現に注意し観
察する。

・　�����������接種当日の入浴はさしつかえないが、
接種後24時間は過激な運動や飲酒は
避ける。

毎
年
冬
に
大
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
。

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
発
症
を
予
防
し
、
症
状
を
軽
減
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
助
成
対
象
者
と
助
成
額

❶  

接
種
日
に
満
65
歳
以
上
の
方
（
60
歳
以
上

65
歳
未
満
で
心
臓
や
腎
臓
、
呼
吸
器
の
障

害
や
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免

疫
機
能
障
害
の
あ
る
方
）�･･

１
、３
０
０
円

❷  

中
学
生
以
下
（
13
歳
未
満
は
２
回
接
種
）

　
　
　
　

�･･････

１
回
に
つ
き
１
、３
０
０
円

❸  

❶
ま
た
は
❷
に
該
当
す
る
生
活
保
護
受
給

者
の
方�･･･････････････  

全
額
（
無
料
）

▼
接
種
期
間

　

10
月
１
日
㈰
〜
平
成
30
年
２
月
28
日
㈬

　

※�

例
年
流
行
す
る
12
月
中
旬
ま
で
、
早
め
の

接
種
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

▼
接
種
費
用

　

�　

医
療
機
関
の
窓
口
で
、
接
種
費
用
か
ら
助

成
額
を
差
し
引
い
た
金
額
を
お
支
払
い
く
だ

さ
い
。

▼
持
参
物

　

�

健
康
保
険
証
、
母
子
手
帳

　

※�

生
活
保
護
受
給
者
は
、
緊
急
時
医
療
依
頼

証

▼
そ
の
他

　
・�

接
種
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。
医
療
機
関

に
直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

10
月
18
日
、
県
の
健
康
づ
く
り
県
民
運
動
市
町
村
巡
回

キ
ャ
ラ
バ
ン
が
当
町
を
訪
問
し
、
健
康
づ
く
り
対
策
に
関

す
る
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
は
、
県
の
健
康
寿
命
日
本
一
の
実
現

に
向
け
て
、
県
と
市
町
村
が
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ
い
て

の
意
見
交
換
を
行
い
、
協
働
し
て
地
域
の
健
康
課
題
に
取

り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
目
的
で
す
。

意
見
交
換
で
は
、
町
の
健
康
寿
命
に
つ
い
て
、
25
市
町

村
の
中
で
男
性
が
11
位
、
女
性
が
24
位
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
胃
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
を
比
較
す
る
指
標
は
男
性
が
２

位
、
女
性
が
４
位
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
現
状
の
説
明
を
し
、

県
か
ら
は
健
康
づ
く
り
対
策
の
方
向
性
と
し
て
、
食
生
活

に
お
け
る
減
塩
や
、
健

康
づ
く
り
人
材
育
成
を

推
進
す
る
こ
と
な
ど
の

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。

意
見
交
換
後
に
は
、

渡
邉
町
長
が
「
食
生
活

改
善
運
動
を
展
開
し
、

減
塩
に
取
り
組
む
家
庭

を
毎
年
50
世
帯
増
や

す
」と
健
康
宣
言
を
し
、

健
康
づ
く
り
へ
向
け
さ

ら
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
を
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

町では、体力・健康づくりを目的として広域五城目体育
館トレーニング室で、スポーツトレーナーによるトレーニ
ングマシーンやストレッチなどの指導を行っています。興
味のある方、トレーニングマシーンの使用方法を知りたい
方など気軽にご利用ください。

▼期　日　12月27日までの水曜日

▼時　間　午前10時～正午

▼会　場　広域五城目体育館トレーニング室

▼対　象　�高校生以上

▼利用料　�町内200円、町外300円
（町民センター窓口で受付）

▼指導料　無料

▼その他　傷害保険等については、各自で対応

お問い合わせ　生涯学習課（☎852・4411）

減
塩
に
取
り
組
み

健
康
長
寿
日
本
一
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

10月18日、わんパークでは
親子薄味教室を行いました
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ゲートボールが好き

□□□□さん
（久　保）

編み物が得意

□□□□さん
（一番町）

町内会の歌を作成

□□□□さん
（町　村）

孫と会うのが楽しみ

□□□□さん
（浅見内３区）

字
を
書
く
の
が
得

意
で
、
習
字
が
上
手

な
□
□
さ
ん
。
郵
便

局
や
酒
屋
で
働
い
て

い
た
と
の
こ
と
も
あ

り
、
よ
く
自
転
車
に

乗
っ
て
配
達
を
し
て

い
た
と
の
こ
と
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、
家
族
仲
良
く
毎
日

明
る
く
過
ご
す
こ
と
で
、「
孫
と
会
う

の
が
楽
し
み
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

趣
味
は
山
登
り
だ

と
い
う
□
□
さ
ん
。

春
は
山
菜
、
冬
は

キ
ノ
コ
と
季
節
の
も

の
を
採
り
に
行
く
そ

う
で
す
。

今
は
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
通
い
、
お
風
呂
に
入
る
こ
と
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

長
寿
の
秘
訣
は
、
体
に
無
理
を
か
け

な
い
こ
と
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ハ
ー
モ
ニ
カ
を
演

奏
し
て
い
た
と
い
う

□
□
さ
ん
。
町
村
町

内
会
の
歌
を
作
り
、

「
町
内
の
み
ん
な
が

歌
っ
て
く
れ
て
う
れ

し
い
」
と
の
こ
と
で

し
た
。

キ
イ
チ
ゴ
や
イ
チ
ヂ
ク
の
世
話
な

ど
、
好
き
な
畑
仕
事
を
楽
し
む
こ
と
が

長
寿
の
秘
訣
と
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
は
３
人
、

孫
は
５
人
、
ひ
孫
は

５
人
に
恵
ま
れ
た
□

□
さ
ん
。

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を

し
て
い
た
そ
う
で
、

審
判
資
格
３
級
を

も
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

長
寿
の
秘
訣
は
、
明
る
い
性
格
で
あ

る
こ
と
や
、「
好
き
な
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

を
す
る
こ
と
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

趣味は山登り

□□□□さん
（上山内）

踊りが得意

□□□□さん
（浦横町）

国際交流クラブを設立

□□□□さん
（畑　町）

奥さんの手料理が楽しみ

□□□□さん
（畑　町）

踊
り
が
得
意
と

い
う
□
□
さ
ん
。
五

城
目
チ
ー
ム
を
代
表

し
、
千
代
田
区
の
九

段
会
館
で
盆
踊
り
を

披
露
し
た
経
験
が
あ

る
そ
う
で
す
。

近
所
の
方
と
お
話
を
す
る
の
が
楽
し

み
だ
そ
う
で
、「
た
く
さ
ん
お
し
ゃ
べ

り
を
す
る
こ
と
」
が
長
寿
の
秘ひ

け

つ訣
と
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。

町
の
国
際
交
流

ク
ラ
ブ
を
設
立
し
た

□
□
さ
ん
。
得
意
な

英
語
を
生
か
し
、
英

会
話
教
室
で
講
師
を

務
め
て
い
た
そ
う
で

す
。
趣
味
は
将
棋
で
、

テ
レ
ビ
で
藤
井
四
段
の
対
局
を
見
る
の

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

好
き
嫌
い
な
く
食
べ
規
則
正
し
い
生
活

が
長
寿
の
秘
訣
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
妻
の
手
料
理
を

食
べ
る
こ
と
が
楽
し

み
」
と
□
□
さ
ん
。

趣
味
は
音
楽
を
聴

く
こ
と
で
、
10
年
ほ

ど
前
ま
で
は
ピ
ア
ノ

や
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
の

演
奏
も
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

よ
く
歩
く
こ
と
や
、
小
さ
い
こ
と
を

あ
ま
り
気
に
し
な
い
こ
と
が
長
寿
の
秘

訣
と
の
こ
と
で
し
た
。編

み
物
が
得
意

で
、
セ
ー
タ
ー
な
ど

を
編
ん
で
い
た
と
い

う
□
□
さ
ん
。

卓
球
も
得
意
だ
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

数
年
前
ま
で
は
仲

の
良
い
方
々
と
一
緒
に
よ
く
旅
行
を
し

て
い
た
そ
う
で
、「
み
ん
な
と
楽
し
く

お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
」
が
長
寿
の
秘

訣
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

♦90歳を迎えられた方（10月20日現在）　	 9月30日　□□　□□さん（浦　横　町）	 10月 2日　□□　□□さん（畑　　町）
10月 4日　□□　□□さん（畑　　町）	 10月 7日　□□　□□さん（一　番　町）	 10月10日　□□　□□さん（浅見内３区）
10月12日　□□　□□さん（上　山　内）	 10月17日　□□　□□さん（町　　村）	 10月20日　□□　□□さん（久　　保）

10
月
11
日
、
五
城
館
で
町
花
だ

ん
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
行
い
ま

し
た
。
最
優
秀
賞
は
一
般
団
体
の

部
で
野
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
、
学

校
・
職
場
団
体
の
部
で
養
護
老
人

ホ
ー
ム
森
山
荘
で
し
た
。

ま
た
、
県
花
だ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
職
場
の
部
で
養
護
老
人

ホ
ー
ム
森
山
荘
と
株
式
会
社
セ

コ
ー
が
県
知
事
賞
。
紀
久
栄
町
老

人
ク
ラ
ブ
と
野
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿

会
が
特
別
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。町

コ
ン
ク
ー
ル
で
最
優
秀
賞
、

教
育
長
賞
な
ど
を
受
賞
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●

一
般
団
体
の
部

最
優
秀
賞

　
▼
野
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

●
学
校
・
職
場
団
体
の
部

最
優
秀
賞

　
▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
森
山
荘

優
　
秀
　
賞

　
▼	

株
式
会
社
セ
コ
ー
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
広
青
苑
、
五

城
目
第
一
中
学
校

●

家
庭
花
だ
ん
の
部

優
　
秀
　
賞

　
▼
宮
田
周
晃
さ
ん
（
長
町
）

●

教
育
長
賞

▼	

落
合
老
人
ク
ラ
ブ
、
雀
舘
さ
く

ら
の
会
、
株
式
会
社
セ
コ
ー

●
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
賞

▼	

帝
釈
寺
老
人
ク
ラ
ブ
健
奏
会
、

西
野
老
人
ク
ラ
ブ
松
鶴
会

県
コ
ン
ク
ー
ル
で
知
事
賞
特
別

優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん

●

職
場
の
部

	

知
　
事
　
賞

　

▼	

養
護
老
人
ホ
ー
ム
森
山
荘
、

株
式
会
社
セ
コ
ー

●

地
域
の
部

県
緑
化
推
進
委
員
会
会
長
賞

　
▼	

紀
久
栄
町
老
人
ク
ラ
ブ

県
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
会
会
長
賞

　
▼	

野
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会

　五城目地区公民館では、盲目
の教師竹内雅彦さんをモデルに
した映画鑑賞会を開催します。
鑑賞は無料ですが、事前に生涯

学習課にお申し込みください。
▶日　時　11月19日㈰
　　　　　午前10時〜
▶会　場　町民センター４階

お問い合わせ　町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

一般団体の部最優秀
賞を受賞した野田老人
クラブ寿会の皆さん



�

乾
燥
、暖
房
器
具
の
使
用
頻
度
の
増
加
に

よ
り
、
火
災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な

り
ま
し
た
。
火
災
の
発
生
や
逃
げ
遅
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、「
い
の
ち
を
守
る
７
つ
の

ポ
イ
ン
ト
」
を
心
掛
け
た
生
活
を
し
ま

し
ょ
う
。

い
の
ち
を
守
る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

◦
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

◦�

ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら

離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

◦�

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と

き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

◦�

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
住
宅
用
火

災
警
報
器
を
設
置
す
る
。

◦�

寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火

災
を
防
ぐ
た
め
に
、
防
炎
品
を
使
用
す

る
。

◦�

火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、

住
宅
用
消
火
器
な
ど
を
設
置
す
る
。

◦�

お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守

る
た
め
に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ

く
る
。

◦�

警
報
機
の
点
検
（
作
動
確
認
）
は
、
春

秋
の
火
災
予
防
運
動
の
時
期
に
行
う
な

ど
、
定
期
的
に
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

点
検
の
方
法
は
、
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す

か
点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
こ
と
で
行
い

ま
す
。

◦�

故
障
か
電
池
切
れ
か
分
か
ら
な
い
と
き

は
、
取
扱
説
明
書
を
確
認
す
る
か
、

メ
ー
カ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
電
池
切
れ
と
判
明
し
た
警
報
機
が

設
置
か
ら
10
年
以
上
経
過
し
て
い
る
場

合
は
、
本
体
内
部
の
電
子
部
品
が
劣
化

し
て
火
災
を
感
知
し
な
く
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
本
体
の
交
換
を
推

奨
し
て
い
ま
す
。

住宅用火災警報器の維持管理について
▶定期的な作動確認

点検ボタンを押すか
点検ひもをひっぱ
り、定期的※1に作動
確認をしましょう。

➡
作動確認をしても住警器に反応
がなければ、本体の故障か電池
切れです※2。
住警器の本体又は電池を交換し
ましょう。

▶古くなったら交換

火災警報以外の警報
が鳴った場合。 ➡

本体の故障か電池切れです※2。
住警器本体又は電池を交換し
ましょう。

※１　�警報器の作動確認は、春秋の火災
予防運動の時期に行うなど、定期
的に実施してください。

※２　�故障か電池切れか分からないと
きは、取扱説明書を確認するか、
メーカーにお問い合わせください。

　　　�なお、電池切れと判明した警報器
が設置から10年以上経過してい
る場合は、本体内部の電子部品が
劣化して火災を感知しなくなるこ
とが考えられるため、本体の交換
を推奨しています。

3／�町功労者表彰式典・産業文化祭褒
賞授与式（広域五城目体育館）

6／�秋田県後期高齢者医療広域連合
議会定例会（秋田市）

7／�秋田県赤十字大会（秋田市）
12／�ふるさと五城目会総会（東京都）
14／�市町村職員共済組合業務監査

（秋田市）

16／�議会臨時会（役場）
24／�県・市町村協働政策会議総会

（秋田市）

28／�全国町村長大会（東京都・30日まで）

町では、行政運営の一層の透明性を図り、町民に開かれた「誇りと信
頼のあるまちづくり」を進めるために、町長交際費の支出状況を公開し
ます。

❖交際費の支出状況（９月）
分類 件数 内　　　　　　容 支 出 額

その他 5件

秋田県町村会平成29年度町村長行政視察研修
西野町内会祭典
町内会長会視察研修懇親会
第4回25市町村対抗駅伝ふるさとあきたラン！
激励
上山内公民館整備完成祝賀会

33,660円

合 計 5件 33,660円

平成29年４月〜９月の合計 443,776円
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児童生徒学校生活サポート�･･･････････････････１人

▶仕事内容　�障害のある児童生徒の学校生活サポー
ト

▶任用期間　�12月１日〜平成30年３月末

▶勤務時間　�１日６時間（授業のある日）

▶基本賃金　6,000円（日額）

▶任用条件　�平成29年12月１日時点で、満65歳未
満の方

▶申し込み　�11月15日㈬まで、役場総務課へ履歴書
を持参してください。

▶面　　接　11月22日㈬を予定（別途通知します）

▶そ の 他　社会保険、雇用保険加入・通勤手当あり

▶主　　催　五城目町水泳協会
▶日　　時　平成29年12月17日㈰　開会式　午前９時45分〜
▶会　　場　五城目町屋内温水プール
▶参加資格　保護者が健康であると認めた小学生（五城目町屋内温水プール利用者及び近隣市町村水泳経験者）
▶参 加 料　一人1,000円（一人２種目以内、レクリエーション部門有）
　　　　　　※当日、参加者全員に記録証の交付と参加賞があります。
▶申 込 先　五城目町屋内温水プール（☎018・852・4416）　※締切日　平成29年11月30日㈭

お問い合わせ　町総務課（☎852・5332）

運動期間中、
午後６時にサイレンを
鳴らします。

火災と間違えないよう、
ご注意ください。

お
問
い
合
わ
せ　

町
消
防
署
（
☎
８
５
２
・
２
０
２
８
）

�　契約額が500万円未満の工事などについては役場
総務課で閲覧できます。（工事名・入札額・落札業者）

▲

�役場庁舎空調設備整備工事・1,440万円・㈱布谷
電機

▲

�社会資本整備総合交付金事業　流雪溝ポンプ及び
制御盤更新工事・1,300万円・㈱北勢工業

▲

��馬場目地区文化交流センター前防火水槽設置工
事・690万円・㈲今村建設

▲

��社会資本整備総合交付金事業　五城目外環状線舗
装改良工事・2,070万円・�㈱菅与組五城目支店

▲

�雀舘幹線舗装改良工事・2,200万円・㈱高千建設

▲

��稲荷前地区水道管路緊急改善事業　配水管更新工
事・3,450万円・山岡工業㈱

▲

��五城目町休養センター恋地山荘解体工事・4,340
万円・㈱セコー



狩猟免許取得・銃の購入を
補助します

　町と県では、狩猟
免許の取得や散弾銃
等の購入経費を補助
しています。
　また、12月10日㈰には本年最後の
狩猟免許試験が予定されています。
▶補助の上限額
　・猟銃免許取得関連経費
　　……126,000円（町・76,000円

＋県・50,000円）
　・散弾銃等購入経費
　　……254,000円町・204,000円

＋県・50,000円）
　・ライフル銃等購入経費
　　……140,000（町・70,000円

＋県・70,000円）
▶締め切り　11月30日㈭
※�諸条件がありますので、詳細は上記
問い合わせ先へ。

社会福祉協議会へ
寄せられた善意

▶香典返しに代えて
・９月25日　５万円　□□□□さん
　雀　舘　（亡き母　□□さん）
▶寄付金
・�９月14日　5,000円　湖東厚生病院
（病院祭バザーの売上を寄附）
・�９月20日　13,500円　五城目町老
人クラブ連合会（チャリティーグラ
ウンドゴルフ大会参加費の寄附）
・�10月10日　955円　澤田石三男さん
　小川口（５円玉寄附）

防衛省採用試験が
行われます

　防衛省では自衛官採用試験を行いま
す。
●陸上自衛隊高等工科学校
▶受験資格
　�15歳以上17歳未満（平成13年４月
２日〜平成15年４月１日までの間に
生まれた方）の男子
▶受付期間
（一般）平成30年１月９日㈫まで
（推薦）12月１日㈮まで
▶試　験
（一般）平成30年１月20日㈯
（推薦）�平成30年１月６日㈯〜１月８

日㈪までの間の指定する１日

求職者のための公共職業訓練
受講生を募集

▶訓練期間　平成30年１月５日㈮〜
６月29日㈮（６か月）

▶訓練時間　午前９時20分〜
午後３時40分

▶会　　場　ポリテクセンター秋田
▶訓 練 科（定員）
　・電気設備技術科（15人）
　・ビル管理技術科（15人）
▶募集期間　11月27日㈪まで
▶受 講 料　�無料（テキスト代等は自

己負担）
▶応募資格　�ハローワークに求職申込

をされた方で、新たな技
術・技能を身につけて再
就職を希望される方

※�講習内容などの詳細は、上記問い合
わせ先または同センターＨＰまで。

公営住宅の入居者を募集

　５棟の公営住宅の入居者を募集して
います。▲

申し込み資格
・月額所得15万８千円以下の方
・�同居家族がいて住宅に困きゅうされ
ている方
・�申込者および同居親族が暴力団員で
ないこと
●神明前住宅６号
・住　所　�五城目町字神明前95−31
・構　造　�木造平屋建（３DK）、築41年

（風呂釜・浴槽設備なし）
・家賃月額　6,400円～9,600円
●矢場崎住宅18号
・住　所　�五城目町川崎字宮花10−60
・構　造　�木造平屋建（3LDK）、築29年

（風呂釜・浴槽設備なし）
・家賃月額　10,600円～15,900円
●矢場崎住宅23号
・住　所　�五城目町川崎字宮花10−33
・構　造　木造平屋建（3LDK）、築28年�
・家賃月額　11,500円～17,100円
●新広ケ野住宅11号
・住　所　�五城目町高崎字広ケ野148
・構　造　木造平屋建（3LDK）、築25年�
・家賃月額　12,900円～19,200円
●新広ケ野住宅44号
・住　所　�五城目町高崎字広ケ野148
・構　造　木造平屋建（4LDK）、築20年�
・家賃月額　15,900円～23,700円▲

必要書類
　�❶申込書
　❷�入居しようとする方全員（住民票
謄本）

　❸�所得がある方の最新の所得課税証
明書全員分、納税証明書▲

保証人の書類
　❶連帯保証人の承諾書
　❷所得課税証明書
※�入居予定日は12月11日㈪以降になり

ます。家賃は所得によって異ります。
敷金は家賃の３か月分です。
※�募集期間は11月１日㈬から11月13日
㈪まで。申込書は町ホームページと役
場２階の建設課に準備しています。
※�内部見学を希望される方はご連絡く
ださい。

タイ料理講座を開催します

　タイ料理を一緒に作ってみませんか。
▶日　　時　11月12日㈰
　　　　　　午前９時30分～正午
▶場　　所　馬川地区公民館
▶定　　員　10人
▶料　　理　リアンカレー、トンスープ
▶参加費　500円（材料費）
▶申込方法　�11月８日㈬までに、上記

問い合わせ先へお申し込
みください。

古典入門講座　受講生を募集

　町の生涯学習奨励員協議会による古
典入門講座を開催します。楽しく古典
文学を学んでみませんか。
▶日　　時　�11月12日、12月10日、

１月14日、２月11日、
３月11日の各日曜日（全
５回）

　　　　　　午後２時～午後３時30分
▶場　　所　町民センター２階いずみ
▶内　　容　「百人一首」や「源氏物語」

など
▶講　　師　佐藤稔さん
▶定　　員　30人
▶申込方法　�11月10日㈮までに上記

問い合わせ先へお申し込
みください。

※参加は無料です。

環境と文化のむらイベント
体験教室を開催

▶開催日とイベント
　・11月26㈰
　「�自然素材でクリスマスリース作り」
▶時　間　�午前の部　午前10時〜正午
　　　　　午後の部　�午後１時30分〜

午後３時30分
▶会　場　環境と文化のむら（野鳥の森）
※�参加は無料です。

杉沢交流センター
友愛館イベント情報

●太巻き寿司つくり講座
▶開 催 日　11月15日㈬
▶時　　間　午前10時30分〜午後２時
▶材 料 費　1,000円
▶募集定員　10人
▶申込期限　11月８日㈬まで

町屋内温水プールの
アルバイトを募集します

▶仕事内容　�プールの監視・清掃・受
け付け

▶募集人数　２人
▶勤務時間　・平　日
　　　　　　　�午前９時〜午後９時の

間（３〜５時間）
　　　　　　・土日祝
　　　　　　　午前９時〜午後６時

（休憩有）
　　　　　　※�時間帯については応相

談
▶年　　齢　18歳〜40歳（高校生可）
▶給　　与　時給750円
▶申し込み　�電話連絡の上、履歴書（写

真添付）を持参してください。

申し込み・問い合わせ先
県環境と文化のむら（☎852・2202）

申し込み・問い合わせ先
町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
町教育委員会生涯学習課（☎852・4411）

問い合わせ先
町屋内温水プール（☎852・4416）

問い合わせ先
町社会福祉協議会（☎852・5192）
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問い合わせ先
町農林振興課（☎852・5233）

問い合わせ先
自衛隊秋田募集案内所（☎864・4929）

問い合わせ先
町建設課（☎852・5252） 問い合わせ先

ポリテクセンター秋田（☎873・3178）

夕暮れが早くなっていま
す。ドライバーの皆さんは、
午後４時を目安に早めのライ
ト点灯を心がけましょう。歩
行者や自転車利用者の皆さん
は、反射材等や明るい服装の
着用をお願いします。

９月29日㈮町交通安全母の会では、町交通安
全協会の協力で、反射材を配布しました。

平成29年飲酒運転等追放競争結果　13位（全県25市町村） 平成29年９月末現在



平成28年度環境標語コンクール最優秀受賞作品（五城目小　鎌田妙菜子さん）

人にとっては小さなごみ　地球にとっては大問題

可

燃

ご

み

収　　集　　町　　内

新里町・広ケ野・希望ケ丘・田町・上田町・今町
御蔵町・小池町・川原町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・仲町・長町・米沢町・築地町・畑町・新畑町

馬場目地区・富津内地区・内川地区
大川地区全域

雀舘・昭辰町・舘町・中川原・岩城町・樋口
矢場崎・東磯ノ目・西磯ノ目・馬川地区
森山地区・ななくら（仮称）

収　集　日 曜日

2017年 12月ごみ収集日程表

収　　集　　町　　内

馬場目地区・富津内地区・内川地区

新里町・広ヶ野・希望ヶ丘・馬川地区
森山地区・大川（１区～４区以外の地区）

今町・御蔵町・小池町・川原町・仲町・長町
米沢町・雀舘・昭辰町・大川（１区～４区）

築地町・畑町・新畑町・東磯ノ目
西磯ノ目・矢場崎・ななくら（仮称）

田町・上田町・新町・一番町・古川町
紀久栄町・舘町・中川原・樋口・岩城町

ガラス類他

空きビン類

金属類他

空きカン類

不

燃

ご

み

五城目地区･馬川地区

馬場目地区･富津内地区･内川地区･大川地区･森山地区

資

源

ご

み

古紙類 新聞･雑誌類
･段ボール･紙パック

ペ ッ ト ボ ト ル資
源
ご
み

月
・
木

火
・
金

水
・
土

6日・20日（水）　（全町）

14日・17日・11日
14日・18日・21日
25日・28日

11日・15日・18日
12日・15日・19日
22日・26日・29日

12日・16日・19日
13日・16日・20日
27日・30日

9日（土）

23日（土）

11日（月）

12日（火）

13日（水）

14日（木）

8日（金）

25日（月）

26日（火）

27日（水）

28日（木）

22日（金）

※ このページに載せる楽しい写真を
お待ちしています。「広報ごじょ
うめ」担当まで ◆ 

収
集
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

▼ 
12
月
23
日
㈯
天
皇
誕
生
日
は
、可
燃
ご
み
の

収
集
を
休
み
ま
す
。

◆ 

次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼ 

ご
み
袋
は
、必
ず
名
前
を
書
い
て
、午
前
８
時

ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆ 

大
量
に
ご
み
が
出
る
場
合
は
、町
の
許
可
業

者
へ
処
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

❶　
㈲
丸
ノ
内
サ
ー
ビ
ス
☎
８
４
５
・
７
０
９
９

❷　
加
藤
商
事
㈱　
　
　

☎
８
５
２
・
２
９
６
０

※ 

収
集
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、

　

住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）ま
で

今月の町税
国民健康保険税５期と固定資産税４期の納期限
は11月30日㈭です。納期内納付にご協力をお願
いします。
納税は納め忘れのない口座振替（通帳届出印を
お持ちになり金融機関で手続きください）が便利
です。
お問い合わせ　町税務課（☎852・5144）

○ おためしフィット
ネストレーニング
教室（広域五城目
体育館・

10：00～）
○ 馬場目地区介護
予防教室（馬場目
地区公民館・

13：30～）
○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
○ ４時からライト
運動（役場前・

16：00～）

○ ４時からライト
運動（役場前・

16：00～）

○ 人権困りごとなん
でも相談室（朝市
ふれあい館・

15：00～）
○ 高齢者体力づくり
教室（広域五城目
体育館・9：30～）
○ ４時からライト運動
（役場前・

16：00～）
C M 5：2 5
（秋田朝日放送）

○ ４時からライト
運動（役場前・

16：00～）

○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）
C M 5：2 5
（秋田朝日放送）

○ 秋の火災予防運
動（11日まで）
○ ごじょうめ朝市
plus＋（朝市通
り・9：00～）

○ ごじょうめ朝市
plus＋（朝市通
り・9：00～）
○ タイ料理講座
（馬川地区公民
館・9：30～）
○ 古典入門講座
（町民センター・

14：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）
○ 英語であそぼう
（町民センター・

18：30～）

○ 子育てサロン（ケ
アセンター五城
目・10：00～）
○ 大川地区介護予
防教室（大川地区
公民館・

10：00～）
○ わらしべ塾バ
レーボール教室
（広域五城目体育
館・18：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）
○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）
○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）
○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ おためしフィット
ネストレーニン
グ教室（広域五
城目体育館・

10：00～）
○ アクア体操（屋内
温水プール・

14：00～）

○ 介護予防ひまわ
り会（五城館・

13：30～）
○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）

○ 子育てサロン
（ケアセンター
五城目・

10：00～）
○ 税務懇談会・納
税貯蓄組合連合
会（五城館・

15：00～）

○ 道の駅悠紀の国
五城目収穫感謝
祭（9：00～）

○ わらしべ塾サッ
カー教室（馬川
地区公民館・

10：00～）
○ 琴教室（町民セ
ンター・

10：00～）

○ わらしべ塾ミニ
テニス教室（広
域五城目体育
館・18：00～）

○ わらしべ塾子ど
もクッキング教室
（馬川地区公民
館・9：30～）
○ サッカー教室
（馬川地区公民
館・10：00～）
○ 卓球教室（広域
五城目体育館・

18：00～）

○ 食育の日　
○ 町内対抗ミニテ
ニス（広域五城
目体育館・

8：30～）
○ 五城目地区公民
館映画鑑賞会
（町民センター・

10：00～）
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○文化の日
○ 町功労者表彰式
典（広域五城目
体育館・

10：00～）

○ 介護予防膝らく
教室（朝市ふれ
あい館・

13：30～）

○ 脳はつらつ教室
（森山地区公民
館・10：00～）
○ 朝市健康相談
（朝市ふれあい
館・10：00～）

○ 介護予防膝らく
教室（朝市ふれ
あい館・

13：30～）○勤労感謝の日

　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
第
10
回
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
請
求
期
限
は
平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で
で
す
。

　
請
求
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
こ
の
弔
慰
金
を
受
け

る
権
利
が
な
く
な
り
ま
す
。
お
早
め
に
ご
請
求
く

だ
さ
い
。

▼
支
給
対
象
者

　 

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平
成

27
年
４
月
１
日
（
基
準
日
）
に
、「
恩
給
法
に

よ
る
公
務
扶
助
料
」
や
、「
戦
傷
病
者
戦
没
者

遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
等
を
受
け

る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
等
）
が
い
な
い

場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族

お
一
人
に
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
１
． 

平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦

没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受

給
権
を
取
得
し
た
方

　
２
．
戦
没
者
等
の
子

　
３
． 

戦
没
者
等
の
　
❶
父
母
　
❷
孫
　
❸
祖
父

母
　
❹
兄
弟
姉
妹

　
　
　
※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
を

有
し
て
い
る
こ
と
等
の
要
件
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
り
、
順
番
が
入

れ
替
わ
り
ま
す
。

　
４
． 

上
記
１
か
ら
３
以
外
の
戦
没
者
等
の
三
親

等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
等
）

　
　
　
※ 

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
の
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
方

に
限
り
ま
す
。

▼
支
給
内
容
　
額
面
25
万
円

　
　
　
　
　
　
５
年
償
還
の
記
名
国
債

▼
請
求
窓
口
　
町
住
民
生
活
課

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ま

特
別
弔
慰
金（
25
万
円
の
国
債
）の

請
求
期
限
は
来
年
４
月
２
日
ま
で
で
す

お
問
い
合
わ
せ　
町
住
民
生
活
課（
☎
８
５
２
・
５
１
１
２
）



『わらしだ』とは五城目弁で、『子どもたち』の意味です

印刷には環境にやさしい大豆油型インキ
を使用しています。
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平
成
2
9
年
11月

1日
発
行（
毎
月
1日
発
行
）N
o.1000　編

集
・
発
行
／
五
城
目
町
役
場
ま
ち
づ
く
り
課
　〒
018‐

1792　秋
田
県
南
秋
田
郡
五
城
目
町
西
磯
ノ
目
１
丁
目
１
番
地
１
　1
018（

852）5342　6
018（

852）3151　印
刷
／
湖
東
印
刷
所

□　□　　　□ちゃん	 ９月11日	 □　□・□　□	 紀久栄町

□　□　□□□くん	 ９月19日	 □　・　□　□	 田　　町

□　□　□　□くん	 ９月25日	 □　・　□　□	 蓬　内　台※	「おくやみ・おたんじょうびコーナー」への掲載を希望
しない方は、届け出の際にお知らせください。

町の人口と世帯（平成29年９月末現在）
前月比 昨年比 ９月中の

人　口 9,581人 （－31）（－247） 転入者数
（男） 4,476人 （－13）（－108） 8人
（女） 5,105人 （－18）（－139） 転出者数
世　帯 4,085世帯 （－ 8）（－ 44） 28人

□　□　□　□さん	 97歳	９月 4日	東磯ノ目
□　□　□　□さん	 73歳	９月 6日	雀　　舘
□□□　□□□さん	 86歳	９月 7日	蓬　内　台
□　□　□　□さん	 81歳	９月 7日	東磯ノ目
□　□　□□□さん	 88歳	９月 9日	上　山　内
□　□　□　□さん	 88歳	９月 9日	黒土２区
□　□　　　□さん	 76歳	９月14日	一　番　町
□　□　□　□さん	 89歳	９月15日	舘　　越
□　□　□　□さん	 76歳	９月17日	富　　田
□　□　□　□さん	 88歳	９月20日	古　川　町
□　□　□　□さん	 86歳	９月20日	久　　保
□　□　□　□さん	 83歳	９月25日	舘　　越

五
城
目
・
上
小
阿
仁
駅
伝
に

参
加
し
ま
し
た
。登
り
コ
ー
ス
は

つ
ら
く
、沿
道
か
ら
の
応
援
が

あ
っ
て
歩
き
た
い
気
持
ち
を
ガ
マ

ン
し
て
い
ま
し
た
が
、ト
ン
ネ
ル
に

入
り
、心
が
折
れ
ま
し
た
。次
こ

そ
は
、真
の
完
走
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。（
藤
田
倫
治
）

い
つ
も
広
報
ご
じ
ょ
う
め
を

ご
愛
読
く
だ
さ
り
、あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。今
月
も
た
く
さ
ん

の
方
の
ご
協
力
で
、１
０
０
０
号

目
を
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届
け

る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。こ
れ

か
ら
も
手
に
取
っ
て
、読
ん
で
も

ら
い
、皆
さ
ん
の
ま
ち
づ
く
り
に

役
立
つ
広
報
紙
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。（
柏
　

和
順
）

はじめまして

□　□　　□　です
よろしくネ！

「	元気にすくすく成長しますように♥」
父、母から

※「なじょなじょ」の答えがわかった方は、答えと希望賞品名をお書きになり、ハガキ、ファクス、電子メールでまちづくり課へご応募ください




